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●負担割合とは？ 
⇒介護サービスを利用する場合、費用の一定割合を利用者の方に負担してもらうことが必要です。この利用者

負担について、これまでは所得に関わらず一律にサービス費の１割としていたようですが、６５歳以上の方の

うち一定以上の所得がある方にはサービス費の２割をご負担いただくことになります。その割合（１割または

２割）が記されているのが介護保険負担割合証となります。 

 
●いつから２割になるの？ 
⇒平成２７年８月以降にサービスを利用された時からです。 

 
●その介護保険負担割合証はどうやってもらえるの？ 
⇒要介護・要支援認定を受けた方は、毎年６～７月頃に 
市区町村から負担割合が記された証書が交付されます。 


